
H.D.Thoreauと

W.E.Cha飆ingIIと の関係

川 津 孝 泗

Concordに 往 んでH・D:Thoreauと 当時関係 の深 かった文人達 は色 々

あるが・WilliamE1玉eryChann:ngIIく ちv・彼uし か った者 はない。

ThoreauはConcord生 えぬ きの人 であ り
,ChanrngはQStOLIか ら

移転 して柬 たのではあった が二人が親 しく知 り合 ってか らと云 うものほ殆

ん ど毎 日の様 に蓮 れだ って散 歩 をした り,藷 り合 った り,野 生 の植物 の観

察 を した り地質 を調査 した り一緒 に徒歩旅行 にも出掛 けた り,や がて二人

とも講演 をした り,本 を出 した り,然 も常に互 に理解 し合い助 け合 つてい

た。まだ二人は五 に色 々 と影 響 している。Thoreauの 方 が追h世 間 にそ

の真価 を高 く認 められ てゆくに対 して,Charmingは 自 ら天才詩 人 として

任 じた程 にほ世間 か ら高 く評価 され なかつたとは云 えConcordの 文 人達

を色 々な意 味 で引 き立たせた人物 で あった し,彼 の書 いたThoreauの 伝

記 ・Thoreau・thePoet-Naturalistに 依 って広 く知 られ,Thoreauの 作

品中にも色 々作 中の人物 となった り,そ の作品の一部 やlimesが 引用 され

た りしてv'る の で・Thoreau研 究 に当って極 めて重 大 な関 係 のある入物

である。 二人 が友情 を深 めたのは1842年 の夏ChanningがEmerson

家 に滞在,続v・ て秋 と冬 にConcordを 訪 れ た時 に始まってv・る。二 人は

共 に1817年 生 れ,Thoreauの 方 が幾 らか早 く生 れてV・たが同年生れ と

云 うことほ二 人 を共 鳴 させた一 つの原 因 であった ろう。Ghanning家 が

Concordに 移 って来 たのは ユ.,年 の四 月で,そ の家 を世 話 した のは

Thoreauで ・Emersonの 庭 に 隣す る家 であった。Thoreauは そ の頃

Emersonの 兄Williamの 子供達 の家庭教師 となるためStatenIslandへ 出

発 しようとしていた。然 しConcordに 森 や野 を愛好す る今 一人の者 が住
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ThoreauとW.E.Channingと の 関 係

む様 になったこ とは非常 に嬉 しか った。

(ThoreautotheEmersons,July8,1843;Harding.)

ChanningはConcordに そ れ以来殆 ん と60年 ・FrankSanbornの 西 北

の部屋で死ぬ迄Concordを 己 が内 と考 えた。EmersonやAlcottやHaw-

thomeや 義 姉ゐMargafetFullerやThomasWentworthHigginsonと 交

わ り,Thoreauと は誰 よりも親 しく,共 に森や河へ行 き,遠 くCapeCod

やCanadaま で も一緒 に旅行 した り,殆 ん ど毎 目の様 に連れ だっていた。

従 って互 に影響す る所 も少 くなかった様 であった。

ThoreauとCharmingが 感 情 的 に一 致 してv・た の を理 解 するには・

Waldenが 出版 され た時 よ り前 の,二 人 が共 に無責任 な怠 け者で各々の家

族 に とって厄介者 であ り,町 の人か らは信用の ない者 と見 なされていた頃,

か らの事 をず っと見 なければな らなv・。1850年 代 のConcordの 人達 は

この二人 の内の一人が将来予言者 の様 に思 われ る時 が来 るな どとは思い も

しなかっただろ う。Thoreauに 対 する批判圧迫は殊 に強か った であ ろ う。

村 人の見 た所 では彼 は好機 を掴 も うと努力す る様子 もなか った。倹 しい家

族 が犠牲 を払 って彼 に大学教育 を受 けさせたの に,彼 の方 では特 にそれに

報い る様子 もなか った。父 のJohnは 鉛 筆製造 と云 う利益 ある仕事 を漸

く築 きあげつつ あったが,若 し普通 のアメ リカ人 の息子 な ら喜 んでそれ を

発展 さすこ とに専心 したか知れ ない。然 しHenryは そ うではなかった。

週 に僅 か二月位 しか助力 しなか った。然 も彼 の不注意 で森火事 を起 して幾

工一カーの材木 を灰 に して しまったこ ともある。後 に彼 は測量 師 として時

折 収入が あった し,有 能 な鉛筆製造人 であ り,雑 役人であ った様に よい測

量師で もあった こ とは明かであった。然 し世間か ら見 て彼 は野心 を欠 ぎ,

家 族 に対 しても責任 を果 してい ない様 に見 えたに違 いない。彼 が小鳥 の生

活 や野 の花 の様子 を見 に毎 日の様 にそっ と出かけて行 って,自 分 の年取 っ

た父 をして一家 を支 えるために材木 と黒鉛 の中で働 かせていたのだか ら,

村 人 が彼 のことをどんなに思 ったかは直 ぐに 想 像 され よう。1846年 に
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'1"horeauとW ・E・Channingと の関係

Thoreauがpolltax支 払 拒絶 をした のは彼 な りの理由が あった のだが世

周 か ら見 ればやは り彼 の無責任 と見 たであろ う。

℃hanningの 方 はBostonか ら来 たよそ者 であったし,そ の家庭 の事情

もThoreauと は非 常に異 ってv・た。WilliamElleryの 父Dr.Walter

℃hanningはHarvardMedicalSchoo1のDeanだ った人だ し
,彼 と同

名 の伯父 のDr・WilliamElleryCharmingは ユ ニテ リア ン派の有名 な牧

1師でTranscendentalismへ の道 を開い た人 であった し,そ の弟Edward

TyrrellCharmingはHarvard大 学 で修 辞 学 教 授 を勤 めEmersonや

"Th
oreauを 教 えた人で もあった。その他Elleryの 父 方母 方の人 々は殆ん

ど全 て立 派 な人 々で あった。その光 輝 ある家 族 や 親 戚 の 人 々 に 比 して

Elleryは 余 りに頼 な く思 われた。

Waldenが 出版 された頃及びその後 は特 にElleryとHenryと の 結び

つ きは一層強 くなった。背後 の人達 がささやい た り,か ぶ りを振 った りし

て いるの を二人 は共 に意識 していた。一 目がか りの散歩 に出掛 けた時何軒

の 百姓家 に見付 か らず に通 れるかを見 るgameを 二 人 がや った事 がある
。

(Canby,Thoreau,310-11)

それ か ら見て も二人が世間の眼 に無 関心 であ った訳 でないこ とは分 る。

然 し二人 は唯の怠 け者 で あったのではな く,各 々異 ってはいるが,自 然 の

観 察や 自己探求 に内的な精神活動 があったのは云 う迄 もない。

「ElleryはHenryを 知 つて以来
,小 さv・ポケ ッ トブ ックをさげて,各

々 の新 しい植物 の名前や その花 を見つ けた最初 の 日を好んで書きつ けた」
。

(Emerson,Journal,June13,1S52.)

そ れ ま で学徒 としても駄 目だった し,百 姓 も出来ず,ジ ャーナ リス ト,

-詩人 として も思わ しくなか
ったElleryは 今 や熱心 な`Observer'の 仕 事 に

没頭 していた。森 や野を好み,暗 い沼地 を背景 に して樺 の白い幹 の美 しさ

を知 り,陽 の さす谷 間で雲雀の啼 く声 に恍惚 とする様 になっていた。1849

年 か らElleryカ ミMainStreetの 方 の 家 に移 り住 み,ユ850年 以 後 は

一3一



ThoreauとW.E.Channingと の関係

Thoreau家 の者 もその向V・になった ので,二 人 の交際 は更 に親 密 になったb.

仕 事 の力 の入れ方 の変化 も影響 した 。Thoreauは 草 木や生物 や地質等 自然、

界 の観察 の仕事 をそのexpertに な る程 に熱 心 に した。

(Canby,'Thoreau,306)

そ れ はその友 にも影響 した。然 し,CharmingはThoreauやEmersona

と も同 じ く自分 が科 学者 ではないこ とを知 っていたので 自分 が専 門的 な知

識 を表わす こ とに滑稽 な喜 び を感 じた。彼 が専 門語 を知 ってい ることは不二

し釣 合だ
ったし,ま た彼 が滑稽 に感 じためはその不釣合 を自認 したためでみ

った。

・..年5月 にはChanningに 子供 の1Vlargaretが 生 れた 恭彼 ほnurse

のMissPrescottと 口 論 して,そ の人 が去 るまで家 を出てV・た後 帰 って

来たが人手 もな く困 ってV・た。そ してその夏 の一部 をThoreauと 組 ん で

BerkshiresやCatskillsへ 徒 歩旅行 を して,ス トレスの解消 を した。

(W.E.CharmingtoMargaret,June27,1844.Houghton)

1845年3.月5日 にChanningは 当時Concordに 居 たThoreauに 書

いて曰 く。

「私 がかつてBriarsと 名付 けたあの野 の外 この地球 には君 の為 めに何

も私 は見 ない。 あそ こへ出掛 けて行 って,'自 分 で小屋 を建て て,そ こで存

分 に自ら生活す る偉 大 な道 を歩 み始 めなさい)と 。

(W.E.C.toThoreau.Mar,5,1845.Harding.)

Charming自 身,土 に親 しむ ことを決心 していたた めでもあろ うが,そ

の友 の行動 をそれだけ期待 をもって激励 した らしい。Charmingと 妻Ellen

は 二 月早 々に農場 を買 う決 心を して探 し始 めた。間 もな くElleryは 土 地

を買 った し,ま た,ThoreauはWaldenPondの ほ とりに小舎を 自分 で

建 てた。Channingの そ の土地 はCarlisle・..か ら行 くと,村 か ら一哩

以上 のPunkawtassetHillの 斜 面のBrown農 場 で,森 地 と耕地 で20エ

ー カーあ り,そ れに彼 は600ド ル 支 払 った。 ここに家 を建 てて,9月 の・
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ThoreauとW・EChanningと の関係

初 めに移住 した・けれ どもCharmingは 百 姓 をす る訳 で もな し,妻 のEllen

もそ こでは不便 で淋 し くもあ ったので,家 がMainStreetに 面 して居 り
,

'S
udburgRiverの 岸 べ に土 地 が 続U・ てU・る 家 敷 を買って 移 転 した

。

"ThoreauとCharming;は 共 に ユ849年10
.月にCapeCodを 訪 つ れ,ユ850

年 に はCanadaへ の旅行 をした・尚おCharmingは 五月 に独 りで再 びCape

へ 行 つてU・る。Charmingの 妻Ellenの 姉 であ るMargaretFullerが そ

の夫や男 の子 と共 に ユ880年7月 ユ9日にTheNlarchesad・Ossoliカ ミFire

.islandの 岸 か らsixtyrodsの 所 で難破 した時 に溺死す ると云 う悲劇的 な

拙 来事 が 起 きた・Emersonは 直 ちに70ド ル を 出 してThoreauと

Chann・ingを 遭 難現場 へ向わせた。数 日間二人 は難破物 を探 して,遺 品 を

もち帰 った。

歴史家 でも あ り詩 人 でも あったDanielRicketsonはThoreauが

Walden:を 出 版 して以来 その本 に非 常 に魅惑 されて
,Thoreauと 知 り合

い文通 で 二人 は 深い友情を作 っていたので ,ユ854年 の クリスマス には

ThoreauをBrooklawnの 自宅 に招待 した。Cnanningが 彼 に会 ったのは ・

彼 がThOfe餌 の訪 問 に対す る返礼 としてConcordを 訪 れた時 であった
。

{Concordで の最初 の滯在 はRicketsonに と
つては記憶すべ きもので,彼

は予 て'Thoreauか らGlannngの こ とを よ く聞U・ていたのでCharming

に 会 うこ とは願 望 の一つ であった。

ElleryもThoreauか ら彼 のこ とをよ く聞V・てU・たので互 に語 り合 うに

は理想的 な仲間 に思われた。Thoreauは 秋 にはRicketsonとNew:一.

fordへ 行 き・帰 つて くる とCharmingにBrooklawnを 訪 つれ る様 に告

げた。そ してChristmasexcursionと な った。Ricketsonも 邸 内 に ・shanty・

を も つてv'た の でCharmingは 訪 問 した時`That'syourshanty.・ と云V・
,

や がてその小舎 の炉 辺で二人 は烟草 を吹 かせ乍 らRicketsonの 言葉 で云 え

ばfeelosophzeし た のであ.った。

1.856年 の二月 にCharmingはRicketsonの 助 力でThe .NewBedford
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ThoreauとW.EChanningと の関係

Mercuryのassistanteditorに な り,そ の 市 に 下宿 した。 そ して,

BrooklawnのRicketsonの 家 を度 々訪れて 愉快 な 時 を過 した。然 し

Channingは 下 宿 してV・る居所 をDorchesterの 時 と同 じ様 に隠 して人 に

知 らせ なか った。然 し次第 にConcordを 度 々散 策す る様 にな り・185?

年 の 四月 には十 二 目問休暇 を とった し,そ の夏 は休暇 をニ ケ月 も延 した。

彼 の仕事 も段 々減 った様で あった。ユ856年 に は一週二三 回Ricketsonの

小 舎 へ行 ったがその後 はその度数 も減 った。

1858年 の暮頃RicketsonがTheMercuryの オ フィスでChanningに

二 度会 った。それは二週 間程離 れてではあったがその間 でさえChanning

はThoreauと 一緒 にWaldenやFair-havenHillへ 散 歩 してU・た・

(Thoreau,Journal,Nov.30,1858.)'

Thoreauは1858年 の六月 にはその友H.G.0・BlakeとMonadnock

へ 登 り,そ のこっ ごっ した斜 面で二夜 を過 した し,七 月 にはEdwardHoar

とwhiteMountainsへ 行 ったが九月 にCapeAunの 砂 地 を踏 んだのは

Charmingと で あった。

(ThoreautoRicketson,Oct.31,1858;Harding.)

1860年 入 月二人は共 にMonadnockで キ ャンプ した・それ は五夜 の探

険 旅 行 であった。二 人 は一 目び しょ濡れで登 山 した。 そ して,雲 の中 に

Thoreauの 古U・キ ャンプ地 を見っけた。Henryは 大急 ぎに針 樅 の枝 で小

舎 を建 てて火 を焚いて着物 を乾 した。朝太陽 が濡 れた苔 に さした時頭上 の

峯はオ リー ブ色 がかった褐色 にU・ た 。そ こでChanningは それ をMount

ofOlivesと 名 づ けた。Thoreauは 鳥 や植物 や岩につv・て広汎 なnotesを

つ けた。(Thoreau,Journal,Aug,4-9,1860・Channing's`Monadnoc'.

Journal)(Houghton)

1861年 の春,Thoreauが 健 康 の為 に西部 へ旅行す るよう勧 め られ た時9

Channingを 誘 ったが迷 うた末 行けぬ と云 うので代 りにHoraceMannを

連 とした。ChanningはNiagaraFallsで 一 行 に加 われ るか しれなv'と 暗
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ThoreauとW.E.Channingと の関係

示 してV・た が来 なか った のでThoreauは 失 望 した。

(Sanborn,LifeofHenryDavidThoreau,368-69.)

然 しCharmingは そ の効果 のなV・旅行の前 後に於 いてThoreauの こ と

を非常 に心配 していた。それはそれ迄家族 に対 してももった こ とのない様

な心配 であった。

「Charmingは 非 常 に忠実 に私 の世話 を した。彼 は私 の病症 をよ くみ て,

私 が 自分 自身 を 知 ってるよ りも 知 ってると彼 は 云 う」 とThoreauは

Ricketsonへ 書 いた。

(ThoreautoRicketson,Mar,22,1861;Harding.)

ユ861年 の末頃 にはThoreauの 健 康 は快復 の見込 もなV・有様 で あったが

最後 の幾 月かの問 は寝 たままで友人達 と会い,感 覚 は鋭 く,冗 談 も云 った り

していたので,毎 目見 ていたChanningも 重 大危期 を予期 してい なかった。

本 人はChanningに`ltisbettersomethingsshouldend・'な ど と云

ってv・た。(Canby,Thoreau,438.)

遂 に1862年5月6目 がや って来 た。Alcottの 家 へ行 つてそ の不 幸 を

知 らせ たのは彼で あった。(Alcatt,Journal,May6,ユ862.)

Charmingは 葬 式のお勤めの為に四節 のものを書v・た。それ は悲 しみの

情 がよ く表 われ てU・た。 なおCharmingは 三 つの引用文 を棺 内に納 めた。

次のはその一っ であった。

Hailto.thee,Oman,-whobastcomefromthetransitory.placeto

theimperishable.

Thoreauの 死 後故人 の原稿 を管 理 してv・た妹 のSophiaは 未 発 表の原

稿 を出来れ ば 自分一人 で編集 したかった であろ うが,そ の仕 事 には全 く不

馴れ だったのでHenryと 一 番 親 しくしていた者 に助 けを求 める気 になっ

た。Channingは そ れ に正 し く適 してU・た と云 う訳 で もなか ったが,編 集

の仕事 の経験 もあった ので,引 受 けることにな った。斯 うして ユ864年 に

はTheMaineWoodsを 翌 年 にはCapeCodを 出 した。TheMaine
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ThoreauとW.EChanningと の関係

Woodsは よ く売 れ た し,CapeCod中 に 記録 された 多 くの 経験 は

ChanningもThoreauと 共 に したのであった・

Thoreauの 作 品に対 する世 間の興味 が高 まったので彼 のjournalsも 歓

迎,され る様 に思われた。Charmingが 誰 よ り親 しくしてV・た人 の心 の記録

や生 活 振 りを世 に発 表 し,説 明す るのに熱心 だった事 は云 う迄 もない。

ユ874年 に彼 が伝記 中 にThoreauの 日誌 の幾分 を挿入 した後,Sophiaは

Charmingに そ れを取 られ なv・様 に原稿 をPublicLibraryに 入 れ る恐れ

もあった し,ChanningとSophiaの 間 は よくなかった。

(Canby,Thoreau,441;Sanborn,RecollectionsII.394-97.)

Saphi..aは 兄 の原 稿 をどんな編 集 者 にも,ど んな伝記 家 にも任せ た くな

かった らしv・。彼女 はJoumals編 集 の許可を求 めていたJamesT・Fields

やThomasWentworthHigginsonに もその許可 を拒 んだ。 「Henryの

人格 は非 常に含蓄 が広 いのでそれ を描 くには多 くの人心 がい る と思 う」 と

彼女 はRicketonへ 書U・てv・る。(Ricketson,ユ55)

そ うす ると一寸適任者 はないこ とになる。

1865年 十 月 にChanningはMainStreetの 家 を売 ってMiddleStreet

の家 へ移 った。前 の家 は この詩 人 一 人 にとって は広 過 ぎた し,Thoreau

家 に 近い こ とも河 に近い こともHenryが い な くては全 くその意 味を失 っ

ていた。新 しい 家 は 彼 の 父が彼 の為 に買 って くれ ていたのであった。父

Doctorは 幼 に して母 を失 った息子Ellexyに や る財 産 とてな く,こ んな

風変 りな生涯 を作 り出 した責任 が 自分 に もある と感 じて,頭 を悩 ま してい

たので あった。息子 にめったに会 わない し,嫁 のEllenは 忠 実で愛 らしい

女で あ り,こ の父 と息子 を繋 ぐ輪で もあった。文通 も間接でそれ もEllery

が機 械的 に月 々貰 うcheckだ けであ った。一 軒 の家をや ったのは父がそ

の愛情 と慰撫 を表 わす最後 の努力で あった。

Elleryは こ の家 を非常 に喜んでv・たがそれは ここがConcordAcademy

で あ った し・後 に.a年 か ら1.$41年 迄Thoreau兄 弟 がprivateschoQ1
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Th.oYeauとW・ECharmingと の関係

を開いてv・た家で あったか らである。Johnが 幼v・者達 にgameを 指 導 し

ている間にHenryが 年 上の少年達 に古 典 を教 えてい たのは実 にそこの部

.屋であった。(Canby,ThQreau,68.)

そ の家 は学者 としての新 しU・経歴 を歩 んでU・るChannzngに は励 みにな

る所 であった。

Thoreauが 亡 くな ってか らChanni箪gは 散歩す るこ とも少 くなったが

時 々はWaldenPondや 丘 や森 へ行 つて,Thoreauと 一 緒 だった時 のこ

とを思い出 した。

「何 であったか忘 れたが ,旺 が何 か小 さいこ とについて話 した時,天

才 の芸術 は一寸 した ことを大 きなことに高 めるにある とH.が かっ て云 っ

たのを思 い出す。 これ は吾 々が一 緒 に外 出 した最 後 の頃 の事 で,Flint's

Bridgeの 近 くで あった。H.は 戸 外で起 るあ らゆる事 実につv・ては好 んで

心 騒ぎや驚異や驚 き を表わ したが,絵 や音楽 や小説 が こんな風 に彼 を感動

させは しなかった一一…母 なる自然が語 った り作 った りするあ らゆる もの

を好む この 自然 の子 の大へん な好奇 心や,絶 え ざる新 鮮さや,わ き立 っ驚

,異ほ ど喜 ば しいものは なか った。」

(Charming,.Journel,Feb.27,1'.867..Houghton)

187ユ 年 にSanbornが 編 集 し,Emersonが 金 を出 して出 版 され た

Cha韻ngのbla醜 ㌶efsepastofa1のTheWanderer,aColloquialPoem

は彼 の長 詩 申の傑作 で,そ の中の`Wood'や`IVIountan'や`Sea'は 彼 の

旅 行や親 しくした仲 間 を追 想す るもので,`TheHermit'や`Henry's

damp'と 題 す る亀の もある。Waldenに 於 けるHenryを 歌 った所 はなか

な か うま く表現 され てい る。

「正 に人類 の伝統 は今 毛,こ ちこち と,

く もの巣 の くもの様 に,彼 の耳を とざした。

そ しで,今 も夢 の中 に太鼓の音 を聞いた。

そ して一片 の智慧 で地球 を煽 動 し,
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ThoreauとW.E.Channingと の関係

平和 を確保 する改革 を企 んだ。

でも,屡 々彼 は手 か ら四十雀 に餌 をや った。

そ して この隠者 の小舎 の裏 に

自分 で家 を造 つてた古 い用心深 い麝香 鼠は彼 を少 しも警戒 しない。

彼 は毎 目裏 口に施物 を残 して信用 され ていた。

短 い冬 の 目が急に過 ぎ去 る時,

空 カミ晴れて ると,彼 は聞いた小 さい湖 が唄 うのを。

喜び と賛美 のよ く知 って る調べ を。

風神Aeolusが 竪 琴 をか きならす様 に,

また東 をふ ちどる見張の松が

夕方 にそのエ メラル ド色 の先 を立 てて るの を見 た。

そ の間,湖 の波の筋一つ一っが全 て

哀れ っぽい音楽 をか なで ていた。」

(TheWanderer,28-29)

Charmingは 自分 をnaturalistと 称 し得 るた めに,そ の言葉 が 自分の資

格 に適す る様 に妙 にごぢつ けて云 つてい る。

`Anaturalistisonewhodoesnotknownature
,i.e.scientifically."

(Channing,Journal,Aug,12,1852.)

で もChanningは そ の方法がV・つ も出任 せではあ ったが鋭 い観 察 者 で

あった。1852年 の十二月半過 ぎの彼の 日記 中には色 々な冬景色 に付 いて

鋭 い観察 を示 している。彼 が仕事 として熱心 にや ってい る観 察記録 も仲間

達 の中には冷 評 す るもの もU'た ろ う。Emersonか ら さえ等 度 も笑 われ た

こ とを認 めてv・る。(Channing,Journal,June1・25,ユ852,Houghton)

1853年 一 月九 目の 目記 を見 ると,彼 はWaldenを あ らゆる方面 か ら注

意深 くnoteし よ うと思 った。然 しそん なもの位つ まらぬ ものは ない。 そ

れ を本 に しよ うと望 まず,ど んなに沢山書い ても大 した違 いもない。一寸

した心覚 え として価値 が あるのだ し,観 察 の習慣 が養われ る。 この習慣 は
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絶 えず高 めなけれ ばな らない。 さもな ければ思想や感情 が観察者 を打 ち負

か して しも うか ら,と 書 いてい るし,そ の年 の四月 には

`Ihavelostindespairallhopesofattaininguntothedegree

ofanaturalist;anatural,Istillmaypass.for.'(Charming,Journal,

Apr・10,1853・)と 記 録 してv・る。

そ の七月末 頃 には未 だ歩 いた り,観 察 をした りはしていたが 日に 目に記

入す るこ とを止 めた。覚 書は時 折 になった。 自 然につV・てnotesを 作 る

こ とはも うprofessionと は云われ なか った。

ThoreauもChanningも 度 々講演 をやってv・る。Thoreauが 初 めてや

ったのはConcordLyceumで1838年 で あった。彼 の講述 は誰 にでも訴

える類 の ものではな く,あ る限 られた者に しか理解 され ないもの であった。

稀 には面 白 くやるこ ともあ ったが,概 して,声 に抑揚 もな く,半 分 は独 り

言 の様 だ ったので,盛 ん な拍手 ではな くて,退 屈 と欠伸 が見 られ た。 で も

彼 は 自分 の云い度い ことを述 べて,聴 衆 に熟考 させ る余裕 を与 えなかった。

とは云えAnthonyBumsやJohnBrownを 弁護 す る時には全 く別人 の

様 であ った。JohnBrownが1859年 に奴 隷 解 放 運 動 に 熱 狂 の余 り

Harper'sFerryの 兵 器廠 を襲 って捕 え られ た時 その救援のた めConcord

教 会 で多 くの聴衆 を前 にして演説 をした時 など全 く熱 烈な もので,ひ どく

聴衆 を感 動 させた。例 の`PleaforJohnBrown'で あ る。 それ はWor-

cesterで もBostonで も繰 り返 えされ,新 聞 もそれ を掲載 した。

Chanriingが 始 めて講演 したのはThoreauよ りず っと後 で・1852年

一 月二十一 目であった。 それ はBostonで 三 回や った内の最初 の ものであ

った。題 目は 「時代 の精神」 でそれ は立派 な講演であ ったけれ ど余 りに早

口だ った そ うである。(Mrs.FullertoArthurB・Fuller,Jan・25・1852・)

Emersonま で が友 人 達 を訪ねて出 席 を促す と云 った 様 にTranscen-

dentalbfethrenが 力 を入れたに も拘 らず 三回共聴衆 は少 なかった。Went-

warthHigginsonに 云 わせ ると宣 伝 が貧 弱 だった と云 うことである・論
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ThoreauとW・E・Channingと の 関 係

よ り証 拠 彼 の 一 友 がSalemか らや っ て 来 た の に 何 処 で や る の か 掲 示 も 見

っ か らず や り そ うなha11を 五 つ も 訪 ね た が 駄 目 だ っ た と の こ と。

(T.w.HigginsontoEllen,Feb,13,1852.)

一 月 二 十 九 日 にCharminglまConcord .Lyceumで`Society'と 題 し て

講 演 し た 。 そ れ を聴 き に 行 っ たFuller夫 人 に は,聴 衆 の 多 くがEmerson

の 話 を 期 待 し て や っ て 来 た ら し く見 え た が 彼 女 は 聴 衆 は だ ま さ れ て は い な

い と 思 っ た 様 で あ る 。 そ し て`r.ichinthought,brilliant,andw呈tty.'で

あ っ た と 云 っ て い る 。

(Mrs.FullertoRichardF._Fuller,Feb.1,1852.Houghton.)

ま たThoreauは そ の 夜 目記 に 書 い て 日 く,

 ̀ Perhaps the most  original lecture I ever heard. Ever so unexpected, 

not to be foretold, and so sententious that you could not look at him 

 and take  his thought at the  same time. You had to give your un-

divided attention to the thoughts, for you were not assisted by set 

phrases or modes of speech intervening. It was all genius, no 

talent. It required more close attention, more abstraction from sur-

rounding circumstances, than any lecture I have heard. I cannot 

associate the lecturer with the companion of my walks. It was from 

so original and peculiar a point of view, yet just to himself in the 

main, that I doubt if three in the audience apprehended a tithe that 

he said.  Other lectures, even the best, in which so much space 

is given to elaborate development of a few ideas, seemed somewhat 

meagre in  comparison. Yet it would be how much more glorious if 

talent were added to genius, if there were a just arrangement and 

development of the thoughts, and each step were not a leap, but he 

ran a space to take a yet higher leap.' (Thoreau, Journal, Jan. 30. 1852.)

.
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之 を要 す るに非常 に独創的 な講演 だったが風変 りで多 くの聴 衆 には理解

し難 い もめであ った。若 し天才 に加 えるに表現 の技能が あ り,そ の思想 を

もっ とうま く整理発展 させ た らどんなにかず っ と素晴 しい ものになった ろ

うと云 うのである。

GhanringはProvidenceやWorcesterやFallRiver,そ れ に恐 ら く

Greenfieldで も講 演 をした。また説教 もPlymouthで 二 回Abingtonで

一 回 と都合 三回や ってい るが
,自 分 で も日記 に書いてい る様 に聴 衆 の中 に

は,い ねむ りす る者 もあった らしい。

(Charming,Jourmal,May2,1852.>

Dial誌 に掲 載 したThoreauの 寄 稿 の中で`TheArtofLife-The.

Scholar'sCalling'は 彼 の学 徒 としての生活態度 を述べ たもので,学 徒0

生 活はself-cultureで あ り,己 が個性 を充分 に開発 しなけれ ばならなV・。

人格 の完成 が大事 な 目的 で あるから,金 銭や職業 のた めにそ の目的か らは

つれては ならない。その 目的達成 の為 には生活 を出来 るだけ簡易 にすべき

だ し,独 居 による自己修養が 大切 だ。真理 は体験 に依 って こそ本 当 に理解

出来 る。思 索 を大 切 に,熱 誠 なるこ とス トァ学派の如 く,自 由 なること

Cynicphilosophersの 如 く,そ の生活は隠 者の如 く,外 部 か らの束 縛 を

俳 し,内 部か ら養 うべきだ と説 えた。 これ はThoreauが 後 々迄 も持 って

いた彼 の重 要 な考 え方であ った。

1842年 後MargaretFullerはTheIlia]の 編 集 をEmersonに ゆ だね

た。そ して,当 時Emersonの 家 に同居 してU・たThoreauはEmerson一

を助 け,且 つ 執 筆 をした。Chann:ingは 最 も沢 山 に寄 稿 したが二 人は

Emersonの 趣 味 はマサチ ュセ ッツの人 々や英語国人の趣 味 に合わ なU・こ

とを知 ってU・た。二 人は共 にNewYorkの 出 版者達 を訪ねた りした。

Charmingは 新 聞 の編集 もや った し,詩 集 を七巻出 して も居 るが,詩 人.

と しては残 念乍 らあま り成功 とは云 われ なV・。然 し彼 はThoreauの 最初

の伝 記 を書V・た 人で,彼 のThoreau,thePoet-10Taturalistは そ の後 の・
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Thoreauの 研 究者達 や伝記家達 にとっては なくては ならなV・非 常 に重 要

な種本 となってV・るので,そ れ だけで もChanningは 記 憶 さるべ きであ

る。

Thoreauカx1862年 五 月 に死 んだ後間 もなく,ChanningはHenryの

lifeを 書 き始 めた。彼 はその為 に既 に長い間,意 識的 にも無意識的 にも準

備 をしてv・た。1.853年 に一 つのplanが 出 来た時 には もとより未 だ充分 な

ものな ど出来 て居 らず,EmersonやThoreauやAlcottやChanningが

記 録者 で あった り,対 話者 であった りす る。Concord及 び その地方 につv・

て の一 連 のWalksandTalksをChanningの 編 集 で本 とす る為,当 時

Concordの 住 民 となって十年 だったChanningはNewYorkやEurope

に居 て時 々不在 だっ、たので,知 らなv・所 はThoreauの 目記 を見 て,そ の

中か ら色 々と写 し取 った。その後Thoreauの 最 後 の病気 中に も日記か ら

写 し取 って居 るし,`MaineWoods'を 編 集 するためSophiaThoreauを

助 けてV・る時 もChanningはHenryの 他 の 日記 の部分 を写 し取 った ので

ある。 こ うしてThoreauの 生 涯 の最後 の十年 か十二年間 の 目記 か らは相

当多数 頁 をそ の原稿の中 にと り入 れたのであった。

こん な準備 の後1863年 に 出 来たChanningの`Thoreau,thePoet

Naturalist'の 最 初 の原稿 は ユ34頁 で あった。

F.B.Sanbornは ユ863年2月 以 来`BostonCommonwealth'新 聞 を

編集 してv・た し,MissThoreauはHenryの 未 発表 の詩数篇 を寄稿 して

もv・たが,Charmingは 自分 の原稿 の半分 を同紙 に掲載す るためSanborn

宛 に送 った。そ して1864年 初 めに掲載 し始 めた。数週後 に文学 もののた

めに割 り当て られ た紙 面 を二 週 間 他 の寄 稿 者 達 のため に 与 えた ので,

Channingは 憤 慨 してその原稿 を取 り戻 して しまった。そ のためにそ の原

稿 は大方ユ0年間 もそのままになってv・た。 その間 にThoreauの 書 いた も

のが沢 山に印刷 されて評 判 になって居 り,尚 おCharmingの`TheWand-

erer'も あ る程 度世 間に知 られてU・た所 か ら1873年 の秋 にChanningの
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書U・たThoreau伝 を一冊 の本 として初版1500冊 を出す ことになった。

`Thoreau,thePoet-Naturalist'は か くして世 に現 われた のであった
。 これ

はChanningカM843年 か ら1886年 ま での問に出 した九冊 の本 の中で最

もよ く知 られ,最 もよ く売れ た本 であった。彼 の`TheWanderer'の 売 れ

残 りはBostonの 大 火 の時 に焼 けて しまった けれ・ど,こ の方 はそん な災害

も受 けず・相当長v・月 目はかか ったが遂に売 り切れて しまった 。Plymouth

の 友 人MarstonWatsonへ そ れ を一冊贈呈 するため色 々手 を廻 して探 し

て も見 つ ける事 が困難 だった と云われてい る。

(Thoreau,:thePoet-Naturalist.XI)

こ の1873年 の本 を1863年 の分 と比べ る と随 分 異 った 所 力物 る。

Channingは 最 初 の原 稿 をよく調査 して,沢 山に省略 した がそのために残

りの部分 で不 明瞭になった所 も色 々あ る様 だ し,ま たMottoesやallu-

sionsや 沢 山の引用文 を入れ,尚 おChanning自 身 の章句や'Thoreauの 章

句 をあち こちに挿入 した りした。その印 刷 が進 行 していた時,出 版 者 の

NilesはChanningが 片 意地 でなかなか希望 を入れて くれず,最 初予期 し

て いた よ り五十頁位頁数 も少 なv・と云 うのでSanbornに も相談 して結局

頁数 を増 すこ とになったがそれ は1853年 の原稿 で`CountryWalking'と

題 す るもので,そ の内容 はEmersonやThoreauの 目記 か らの長U・ もの,

実 際 の会 話 がつv・てU・る し,Charming自 身 が書v・た 人 物 に つ い て の

sketchesやsnatches,そ れ にCharming或 はEmerson作 の詩や断片 があ

ち こちに ある。 これは元来他 の 目的 で記録 され ていた のであったが,そ の

中か らChanningは 頁 数 を増やすた めに,古v・ 版 で67頁 の ものに120頁

増 して ユ87頁 と した。その挿入 した場所 が元の原稿 の最 中で あるし,難 解

なものもある し,編 集 の方法 に もど うか と思われ る点 もあ るし,索 引で も

なか った ら読者 は容 易 につい て行 けない所 力aある。それ で もこの伝記 は後

の全 てのThoreauの 伝 記家達やThoreauの 研 究者達 に とって,非 常 に

大切 な ものとな った 。
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この伝記 が彼 の親 友の最初 の伝記 であった し,本 質的 に云 ってそれ は権

威 あるもので あった 。と云 うの もそ の源 泉 をそ もそ も本源 か らとってい る

し,二 十 年 の親 交 か ら来 てv・るか らであ っ た。Thoreauの 伝 記 家 中

Thoreaixの 生 きてV・る人格 を知 ってv・た者 は他 にはFrankSanborn唯 一一

入 だった溺Sanbornは 友 で あるよ りはむ しろ知人程度 であ った 。色 々な

事柄 に密接 な関係 にあった事 と,Thoreauに 対 して深v・愛 情 を持 ってU・た

事以外 の角度 か ら測 る とChannin9が 最 良 のそ の伝記 家 だった とは云われ

なU・。然 し,後 の伝記家達 はThoreauの 人格 の他 の色 々な面 をとらえた

り,各 々特徴 あるよv・判断 を与 えた りしてはv・るが,Channingが 提 供 し

てい る知 識 を利用 している点に於 いて例外 はない 。

尚お この ・Thoreau,thePoet-Naturalist'はSanbornの 編 集 に依 って

更 に多 くを加 え られてい る。

Charmingは 自 ら既 にprairieで 小舎住v・の経験 を持 ってv・た が・1845

年 三 月 一Tenry宛 の手紙 でWaldenに 於 ける生活 を示唆 した人 こそこの

Charmingで あ った。然 しCharmingはThoreauのSimplicityのdoe-

trineに す っか り帰依 した訳 ではなか った。む しろ反対 に何 でも欲 しが り,

そ れ もた だで欲 しが った。そ して,Channingの 目的 はThoreauの 程 に

は っき りしてなか った けれ ど二人 は共 に同 じ様 な路 をた どった 。普通 の社

会 生活 の面 では二人 とも失敗者 と周 囲の者 か ら見 られ てV・た。observerと

しての仕事 をやる点 に於v・て,ChanningはThoreauの 影 響 を強 く受 け

た。然 しThoreauは 自然 を観察 して もその外面的 な箇 々の情景 を印象す

るだ けで なくその奥深v・意味 をとらえよ うとした 。 がChanningに は そ

の印象 を記録 はして も深 い意 味 をとらえるこ とは出来 なか った 。詩 人 とし

て表現 を しよ うとしたが表現形式 が整理 され てない面 が眼 につ いた。

Thoreauは 目記 に次 の様 に書U・てv・る。

「私 の友 は演述 のある型破 り,即 ち私 が よくそれ をや って後悔 している

向 う見 ずな,す さま じい表現 をす る様 にそそのかす。即 ち私 は 自分が意図
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ThoreauとW.E.Channingと の関係

した よ りも,人 類 が個 々人に関 して更 にはげ しく,過 度 で,皮 肉 な表現 を

用いた のに気付 くので ある。彼 に対 して,充 分 に穏 かな陳述 をす るのは困

難 なことを知 るのであ る。それは私 の真面 目で変 らぬ意見 に彼 の共鳴 を得

て なV・か らであ ると私 は思 う。彼 はparadoxや 風 変 りな陳述 を求 めるし,

私 は余 りにも度 々それ を彼 に与 えるのである。」

(Thoreau,Journal,Mar,:12,1854.)

と書 いて居 り,こ うした病弊 が二人 に共通 な悩み だった こ とを認 めてい る。

Charmingの いつ もの弊風 を心配 した事実は,結 局,彼 の社会 に関する

考 えや態度 を多少 とも穏 かに しているか しれない。

Thoreauに は よv・マナー を意識 して避 ける野人 的 傾 向が強 か ったカミ,

同 じ様 に粗 野 であったCharmingが あ る時 とった態 度 に対 して こ う云 っ

ている。

「先 日私 のボー トを借 りた二人の青年 は河岸か らChanningの 中庭 をそ

っ と通 って帰 って来た 。彼等 に とっては殆ん どそ うす るしかなか った。然

し二人 が門 を出 た時Cは 二 人の後 をシャツー枚 で粗暴 に家 か ら歩み出て,

二 人 を閉め出す様 に門 を閉 めた。若 し彼 が伊太利 や仏蘭 西でそ う云 うのに

出 くわ した ら,正 し く文句 を云われ,そ の下品さ を非難 される様 な態度 で

あった 。」(Thoreau,Journal,25,1853・)

月 目 が経つ とThoreauも 幾 らか社 交 性 が増 した様 である。 少 くとも

1850年 頃 の彼 の反抗的態度 は一 層 違 った所 を示 した。 そ して,彼 は悪 い

作 法が 自分に とって価値 あるもの とは しなかった。 自分 の側 にいる人 の姿

に 自分 の面影 を見 て襟 を正 したのであろ う。

`AWeekontheConcordandIVIerrimackRivers'中 でThorea
uは

Channingを 六 度 引用 し,Walden中 で は四度 引用 してk・る。

Thoreauの 作 の多 くは,彼 の生き残 った友 に とっては合作 の様 に思 われ

たか しれ ない。Channingの 詩 を自由に採用 したばか りではなか った。彼

自身 が しば しばその物語 中の一人物であ った。`Walden'め ▼`Former°1n-
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habitants'の 中 には数度現れ て くるが,こ う云 うの もある。

「最 も遠 い所 か ら,最 も深 い雪 で も,最 も激 しいあ らしの中で も,吾 が宿

へ訪ね て くる者 は一人 の詩人 であった 。農夫や猟師や通信員 や哲 学者で さ

えも尻込 み したか知れ ないが,何 ものも詩 人 を思い留ま らせ るこ とは出来

なかった。何故 なら彼 は純粋 な愛 に依 って動 いてい るか らだ。誰が彼 の去

来 を予報 す ることが出来 よ う。 ドクターが寝 る時で も何 日何 時 でも仕事が

彼 を呼 び出 した。吾 々は辺構 わぬ哄笑 で小 さい家 を鳴 りひびかせ,ま たひ

どく真面 目な話 をつぶやいて,Waldenの 谷 が長U・問森 閑 としてV・た償v・

をする。 これ に比べる と,Broadwayも 静 かで荒涼た るもので あった。適

宜 の時 間の後,規 則的 に笑声 の挨拶 を した。 それ は或 はさっき話 した事柄

或 は直 ぐ後 に来 る冗談 に構 わず関係 していたのだろ う。吾 々は薄 い粥 をす

す り乍 ら多 くの斬新 な人生論 を打 ちたてた。 それ は哲学 が要求 する明"1を

歓 楽の利 益 と結びつ けた。」

これ に依 っても二人が如何 に親 しい間柄 であったか が分 るのである。

CapeCodとAYankeeinCanadaで はCharmingはThoreauの 道

連 であった。Channingは そ れ等 の無名 の編者 である と共 にそ の作 中の無

名の人物 で もあ った。Transcendentalistと して彼 は詩 の因 襲 に・慣 重 且

つ大胆に挑戦 した ところの最初 のgroupに 属 してU・た 。実 　 Transcenden-

talpoetsはtechniqueに 付U・ て色 々実験 をした。rhythmsの 不 規則 も

rhymesの 不 正 も故意の様 に さえ思 われ る。彼等 は他 のア メリカの詩 人達

よ りも実験 を尊ぶ 自由の風潮 を創 った。勿論芸術 である以上規律 のない訳

はないが,こ うした古 きを破 ろ うとする反抗的 な仲間 の中で も彼 は最 も規

律 のなv・方 であった。従 ってCharmingに とってはTranscendentalism

は彼 の生涯 に意義 を与 えた と共に一 方では彼 を打 ちひ しい だとも云 える。

`ltisnot
.metres,but-ametre-makingargumentthat.makesapoem.'

(Emerson,_CompleteWorks,III,9.)

と云 って,形 式 に対 して,中 身に忠 実であるこ とを誓 言 したEmersonの

一18-.



ThoreauとW・E.Channingと の関係

教 えにChanningは 忠 実過 ぎた恨みがあ る。 と云 って も何 もEmersonに

罪 が有 るのではなV・。Charmingは 訓 練 を欠V・だ 混 乱 し た 処 理 法 故 に

techniqueに 対 する無関心 さが強 かった のである。Thoreauも 相 当に詩

を作 ってい るが,そ れ等 の詩 は内 的 に見 るべ き所 があるのを見 受 けるが

techniqueと か 韻 律 とか調べ とか云 った面で はCharmingと ほ ぼ同 じ様

に批 判 さるべ きである。但 しThoreauの 本 領 は散文 にあ り,そ の内容 に

あ り,そ の実践 にあったが,Channingの それ は詩 にあった だけに,そ の

マイナスは大 きv・。 またChanningは 生 来衝 動的であったがEmefsonか

ら理論的基礎 を得 て感傷的 な面が強 くな った。そ してまた彼 は他 のTrans一

くe面entalistsに も増 して現在 の瞬間 の為 に生 きた。 そ して,Emersonや

Thoreauの 多 くの作 品やjournalsに 見 る様 な人間や 自然について の一般

論,更 に一層深 い意味 に乏 しい。

Thoreauの 様 な自己修 養 を欠v・だ彼 は.Emersonの 哲 学 を伝 え るこ と

な どは勿論 出来 なかつた し,結 局Charmingは 自 ら天才詩人 だ と思 つた し,

親 しい者 も贔 負 目に彼 を天 才詩人 だ と思 ったに も拘 らず,ア メ リカ文学吏

か ら見れ ば彼 は`newpoet'と してよ り新 しく,よ り才能 ある後継者達 の

為 に路 を開 く助 力 をしたに留まる。

(McGill,CharmingofConcord,189-190)

然 し,彼 の 散 文 のある ものは 学者達 には 非常 に 有用 な ものであ り,

EmersonやThoreauの 作 品に 対 して は特 に 寄与 してい るし,後 々の・

°Tho
reau研 究 の為 には実 に大 きな貢献 をしてv・るのであ る

。

F.B・Sanborn:が 編 集 し増補 したCharmingのThoreau伝 の巻末 に載

せ たMemorialVerses.はCharmingのThoreauに 対 す る憶v・出 の詩 を

集 めたものであ り,そ の初 めには`ToHenry'が あ り,そ の他 の 詩 も

Thoreauに 関 係 する度 合 の差 こそあれジ何れ も彼 が長い間 もっていた記

憶 と優 しい心 情が現 れてい る。そ して彼 の最 もよい詩 も幾つかその中にあ

る。 ・/r.∫ ㌧
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